
各
社
の
I
C
T
機
器
を
つ
な
ぐ

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
へ

善
光
会
で
は
、
2
0
0
5
年
の
法
人
設
立

以
来
、
介
護
施
設
運
営
に
お
い
て
先
進
的
な

取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
て
い
る
。
13

年
に
は
「
介
護
業
務
負
荷
の
軽
減
」「
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
創
出
」
を
目
指

し
た
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
」
を
設
置
し
、

メ
ー
カ
ー
企
業
や
関
係
省
庁
と
連
携
し
な
が

ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
社
開
発
・
共
同
開
発
・

実
証
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
蓄

積
し
て
き
た
知
見
を
整
理
・
集
約
し
、
介
護

業
界
で
効
果
的
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、「
サ
ン
タ
フ
ェ
総
合
研
究
所
」
を

昨
年
10
月
に
設
立
。
具
体
的
に
は
、
①
福
祉

事
業
者
等
へ
の
経
営
支
援
事
業
、
②
福
祉
事

業
者
等
へ
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
導
入
・
運

用
支
援
事
業
、
③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
製
造

販
売
企
業
等
へ
の
開
発
・
販
売
支
援
事
業
、

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
（
図
表
1
）。

そ
う
し
た
事
業
の
な
か
で
現
在
進
ん
で
い

る
の
が
、
異
な
る
複
数
の
企
業
の
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
・
I
C
T
機
器
が
連
携
で
き
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（Sm

art C
are O

perating  
Platform

、
略
称
S
C
O
P
）
の
開
発
だ
（
図
表

2
）。
メ
ー
カ
ー
各
社
に
と
っ
て
は
、
こ
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

個
別
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
開
発
す
る
必

要
が
な
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。

「
す
で
に
複
数
の
メ
ー
カ
ー
や
有
識
者
と
議

論
を
重
ね
、
標
準
仕
様
の
策
定
を
進
め
て
お

り
、
A
P
I
＊
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
ど
の

メ
ー
カ
ー
で
も
自
社
の
機
器
を
載
せ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
予
定
で
す
」
と
同
法
人
理
事
で

最
高
執
行
責
任
者
の
宮
本
隆
史
氏
。

＊
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（A

pplication Program
m
ing 

Interface

）。
異
な
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
同
士
が
情
報
を
交
換
す
る
の
に
使
用
す

る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
仕
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ソ
フ
ト
の
機
能
を
共
有
で
き
る
。

一
方
、
現
場
の
介
護
職
員
に
と
っ
て
は
、

複
数
の
機
器
類
か
ら
の
情
報
を
1
つ
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
管
理
で
き
、
機
器
ご
と
に

異
な
る
操
作
方
法
を
覚
え
る
必
要
も
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
業
務
軽
減
に
つ
な
が
る
。
さ

ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
情
報
群
を

集
約
し
て
把
握
で
き
る
た
め
、
利
用
者
に
対

し
て
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
効
率
よ
く
提
供
可
能
に
な
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
。

同
時
に
、
S
C
O
P
は
施
設
管
理
者
向
け

W
e
b
サ
イ
ト
も
用
意
す
る
。
管
理
者
は
、

利
用
者
の
状
態
や
介
入
状
況
に
つ
い
て
サ
マ

ラ
イ
ズ
さ
れ
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確

認
で
き
、
現
場
で
発
生
し
て
い
る
問
題
等
に

対
し
て
、
最
適
で
迅
速
な
対
応
を
可
能
に
す

る
と
い
う
。

さ
る
7
月
、
同
研
究
所
で
は
「
第
1
回 

ス
マ
ー
ト
介
護
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム　

ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
研
究
会
」
を
開
催

し
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

賛
同
す
る
関
連
機
器
メ
ー
カ
ー
各
社
（
キ
ン

グ
通
信
工
業
㈱
、
ト
リ
プ
ル
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
ジ

ャ
パ
ン
㈱
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
㈱
）
の
ほ
か
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
や
各
業
界
団
体

等
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
顔
を
揃
え
た
。
今
後

■図表1　サンタフェ総合研究所の事業内容

出所：社会福祉法人善光会

特集2 IoT見守りソリューション

I
C
T
機
器
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
と

「
ス
マ
ー
ト
介
護
士
」
の
両
輪
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

社
会
福
祉
法
人
善
光
会

今
年
5
月
、
社
会
福
祉
法
人
善
光
会 

サ
ン
タ
フ
ェ
総
合
研
究
所
は
、
異
な
る
複
数
の
企
業
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T

機
器
の
連
携
を
可
能
と
す
る「
ス
マ
ー
ト
介
護
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
開
発
に
着
手
す
る
と
発
表
し
た
。
併
せ
て
、
こ
う

し
た
機
器
に
精
通
す
る「
ス
マ
ー
ト
介
護
士
」の
資
格
認
定
に
も
着
手
。
そ
の
背
景
と
内
容
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

﹇
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
﹈

理事
最高執行責任者
宮本隆史氏
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I
C
T
機
器
の
開
発
・
販
売
関
係
者
な
ど
を

想
定
。
9
月
27
日
よ
り
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
（
実
業
之
日
本
社
刊
）
の
販
売
を
開
始
、
そ

の
内
容
は
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
概
論
」「
介
護

基
礎
論
」「
介
護
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
論
」

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
評
価
論
」
な
ど
の
項
目

で
構
成
さ
れ
る
。

認
定
試
験
の
実
施
は
、
首
都
圏
の
試
験
会

場
に
て
、
来
年
3
月
17
日
㈰
を
予
定
（
受
験

エ
ン
ト
リ
ー
は
9
月
27
日
よ
り
受
付
中
）。「
初
回

の
受
験
者
は
1
0
0
0
人
程
度
と
想
定
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
年
2
回
程
度
の
サ
イ

ク
ル
で
実
施
し
、
5
年
間
で
延
べ
2
万
人
の

受
験
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
」。

介
護
現
場
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T

機
器
の
現
状
に
つ
い
て
宮
本
氏
は
、「
技
術

革
新
と
人
材
難
解
決
へ
の
要
請
か
ら
、
開
発

は
盛
ん
で
す
が
、
そ
れ
ら
が
現
場
で
活
用
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
普
及
が
進
ま
な
い
た
め
に

な
う
予
定
で
あ
る
（
機
器
購
入
費
用
は
除
く
）。

I
C
T
を
フ
ル
活
用
で
き
る

介
護
人
材
の
育
成
・
認
定
も

ま
た
同
研
究
所
で
は
、
6
月
、「
ス
マ
ー

ト
介
護
士
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
も
と
、
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
運
用
す
る
専
門
資
格
を
創

設
す
る
こ
と
も
発
表
し
た
。
ス
マ
ー
ト
介
護

士
と
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー
機
器

を
組
み
込
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
創
造
、

設
計
、
導
入
し
、
介
護
の
質
の
向
上
と
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
認
定
す
る

も
の
。

宮
本
氏
は
、
こ
の
資
格
制
度
を
通
じ
て
同

法
人
が
培
っ
て
き
た
介
護
現
場
や
機
器
運
用

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
提
供
し
、「
日
本
の
社

会
福
祉
を
担
う
使
命
感
と
そ
れ
に
基
づ
く
持

続
可
能
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
モ
デ
ル
の
必

要
性
」
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T
機
器
の
特

性
を
把
握
し
、
要
介
護
者
の
生
活
機
能
の
把

握
と
、
あ
る
べ
き
支
援
、
効
率
的
な
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
そ
の
継
続

的
な
改
善
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
」
と
す
る
（
図
表
3
）。

対
象
は
介
護
施
設
の
管
理
者
（
施
設
長
・

介
護
主
任
・
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
）
か
ら
、
施
設

介
護
、
訪
問
介
護
の
従
事
者
、
福
祉
用
具
の

開
発
・
販
売
関
係
者
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
の
普
及
拡

大
に
備
え
、
メ
ー
カ
ー
の
枠
を
超
え
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
に
向
け
、
複
数
の
機
器

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
や
す
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
あ
り
方
を
は
じ

め
と
し
て
、
介
護
現
場
の
記
録
シ
ス
テ
ム
と

ロ
ボ
ッ
ト
機
器
の
I
o
T
連
携
に
向
け
た
標

準
規
格
の
策
定
、「
科
学
的
介
護
」

の
確
立
に
資
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
、
さ
ら
に
は
将
来
的
な
ケ

ア
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
A
I
実
現
の

方
向
性
な
ど
ま
で
、
広
範
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

同
研
究
会
を
通
じ
今
後
も
こ
う

し
た
意
見
交
換
を
重
ね
、
今
年
度

中
に
S
C
O
P
の
初
期
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
リ
リ
ー
ス
に
ま
で
持
ち
込
む

予
定
。
そ
の
後
、
試
験
運
用
に
よ

る
デ
ー
タ
解
析
な
ど
を
経
て
、
3

年
後
を
め
ど
に
利
用
者
状
態
・
介

入
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
A
I
を
搭
載
す

る
こ
と
な
ど
ま
で
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

S
C
O
P
に
連
携
す
る
機
器
に

つ
い
て
は
、
当
面
、
同
法
人
が
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
の
意
思
決

定
基
準
と
し
て
い
る
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
に
照
ら
し
て
、「
限
り
な
く
使
い
勝
手

が
よ
く
、
利
用
者
に
も
職
員
に
も
効
果
が
生

ま
れ
る
も
の
」
に
絞
り
、
そ
の
普
及
を
進
め

た
い
考
え
で
あ
る
。

な
お
、
介
護
施
設
側
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
利
用
料
に
つ
い
て
は
無
料
と
し
、
広
告
収

入
を
主
な
資
金
源
と
し
て
管
理
、
運
営
を
行

■図表3　スマート介護士の到達目標

●  これからの日本の社会福祉を担う使
命感とそれに基づく持続可能な介護
サービス提供モデルの必要性を理
解する

●  要介護者の生活機能の把握とある
べき支援を企画する力を身につける

●  介護ロボットICT機器の特性を把
握する力を身につける

●  効率的オペレーションシステムを構
築し、継続的に改善する力を身につ
ける

●  利用者や同僚職員など、他のステー
クホルダーを指導する力を身につけ
る

■図表2　SCOPの全体像

出所：図表1と同じ
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